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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力された画像データに基づいて各々の発光輝度を制御可能な複数の光源を有する発光
部と、
　入力された画像データに基づいて前記発光部からの光を透過して、画面に画像を表示す
る表示パネルと、
　前記画面の領域を構成する複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に
応じて、前記複数のブロックに対応する複数の光源のそれぞれの発光輝度を制御する制御
手段と、
　前記複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に基づいて、背景画像が
表示されるブロックである背景ブロックを検出する検出手段と、
　所定のオブジェクトが表示されるブロックであるオブジェクトブロックを判別する判別
手段と、
を有し、
　前記制御手段は、前記検出手段により検出された前記背景ブロックが、前記オブジェク
トブロックに変化した場合に、該オブジェクトブロックの発光輝度を、前記背景ブロック
に表示された前記背景画像の輝度特徴量に応じた発光輝度から変化させない
ことを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、入力された画像データの第１フレームよりも前の第２フレームにおい
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て前記検出手段により検出された前記背景ブロックが、前記第１フレームにおいて前記オ
ブジェクトブロックに変化した場合に、前記第１フレームにおける全てのブロックの発光
輝度を、前記第２フレームにおける発光輝度から変化させない
ことを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記第２フレームは、前記第１フレームよりも１フレーム前のフレームである
ことを特徴とする請求項２に記載の画像表示装置。
【請求項４】
　前記輝度特徴量は、最大輝度値を含み、
　前記検出手段は、前記複数のブロックのうち、表示される画像の最大輝度値が所定輝度
値以下であるブロックを、前記背景ブロックとして検出する
ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項５】
　前記輝度特徴量は、平均輝度値を含み、
　前記検出手段は、前記複数のブロックのうち、表示される画像の平均輝度値が所定輝度
値以下であるブロックを、前記背景ブロックとして検出する
ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記オブジェクトブロックが存在する場合に、前記背景が表示される
全てのブロックの発光輝度を、互いに等しくする
ことを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項７】
　前記所定のオブジェクトは、前記背景画像よりも明るい
ことを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項８】
　前記判別手段は、前記複数のブロックのうち、表示される画像の輝度特徴量が所定値以
上変化したという条件を少なくとも満たすブロックである変化ブロックの数が所定数未満
である場合に、該変化ブロックをオブジェクトブロックとする
ことを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項９】
　前記輝度特徴量は、最大輝度値を含み、
　前記判別手段は、前記複数のブロックのうち、表示される画像の最大輝度値が所定値以
上変化したという条件を満たすブロックである変化ブロックの数が所定数未満である場合
に、該変化ブロックをオブジェクトブロックとする
ことを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項１０】
　前記輝度特徴量は、最大輝度値および平均輝度値を含み、
　前記判別手段は、前記複数のブロックのうち、表示される画像の最大輝度値が所定値以
上変化したという条件を満たし、かつ、表示される画像の平均輝度値が所定値以上変化し
ないという条件を満たすブロックである変化ブロックの数が所定数未満である場合に、該
変化ブロックをオブジェクトブロックとする
ことを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項１１】
　前記判別手段は、前記複数のブロックのうち、表示される画像の輝度特徴量が所定値以
上変化したという条件を満たすブロックであり、かつ、該ブロックに隣接する予め定めら
れた数以上のブロックが前記背景ブロックであるという条件を満たすブロックである変化
ブロックの数が所定数未満である場合に、該変化ブロックをオブジェクトブロックとする
ことを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項１２】
　前記所定のオブジェクトは、ユーザ操作用のカーソルである
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ことを特徴とする請求項１～１１のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項１３】
　入力された画像データに基づいて各々の発光輝度を制御可能な複数の光源を有する発光
部と画像表示装置であって、
　入力された画像データに基づいて前記発光部からの光を透過して、画面に画像を表示す
る表示パネルと、
　前記画面の領域を構成する複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に
応じて、前記複数のブロックに対応する複数の光源のそれぞれの発光輝度を制御する制御
手段と、
　前記複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に基づいて、背景画像が
表示されるブロックである背景ブロックを検出する検出手段と、
　前記複数のブロックのうち、表示される画像の輝度特徴量が所定値以上変化したという
条件を少なくとも満たすブロックである変化ブロックの数が所定数未満か否かを判別する
判別手段と、
を有し、
　前記制御手段は、前記判別手段により前記変化ブロックの数が所定数未満であると判別
された場合に、前記検出手段により検出された前記背景ブロックが、該背景ブロックに表
示される画像の輝度特徴量が所定値以上明るく変化した前記変化ブロックになっても、該
変化ブロックの発光輝度を、前記背景ブロックに表示された前記背景画像の輝度特徴量に
応じた発光輝度から変化させない
ことを特徴とする画像表示装置。
【請求項１４】
　前記判別手段は、入力された画像データの第１フレームにおいて前記複数のブロックの
それぞれに表示される画像の輝度特徴量と、前記第１フレームよりも前の第２フレームに
おいて前記複数のブロックのそれぞれに表示された画像の輝度特徴量との差分値に基づい
て、前記第１フレームにおける前記変化ブロックの数が所定数未満か否かを判別する
ことを特徴とする請求項１３に記載の画像表示装置。
【請求項１５】
　前記制御手段は、前記判別手段により前記変化ブロックの数が所定数未満であると判別
された場合、前記第１フレームにおける前記複数のブロックの発光輝度を、前記第２フレ
ームにおいて前記複数のブロックのそれぞれに表示された画像の輝度特徴量に応じた発光
輝度から変化させない
ことを特徴とする請求項１４に記載の画像表示装置。
【請求項１６】
　前記第２フレームは、前記第１フレームよりも１フレーム前のフレームである
ことを特徴とする請求項１４または１５に記載の画像表示装置。
【請求項１７】
　前記輝度特徴量は、最大輝度値を含み、
　前記検出手段は、前記複数のブロックのうち、表示される画像の最大輝度値が所定輝度
値以下であるブロックを、前記背景ブロックとして検出する
ことを特徴とする請求項１３～１６のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項１８】
　前記輝度特徴量は、平均輝度値を含み、
　前記検出手段は、前記複数のブロックのうち、表示される画像の平均輝度値が所定輝度
値以下であるブロックを、前記背景ブロックとして検出する
ことを特徴とする請求項１３～１６のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項１９】
　前記輝度特徴量は、最大輝度値を含み、
　前記判別手段は、前記複数のブロックのうち、表示される画像の最大輝度値が所定値以
上変化したという条件を満たすブロックである変化ブロックの数が所定数未満か否かを判
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別する
ことを特徴とする請求項１３～１８のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項２０】
　前記輝度特徴量は、最大輝度値および平均輝度値を含み、
　前記判別手段は、前記複数のブロックのうち、表示される画像の最大輝度値が所定値以
上変化したという条件を満たし、かつ、表示される画像の平均輝度値が所定値以上変化し
ないという条件を満たすブロックである変化ブロックの数が所定数未満か否かを判別する
ことを特徴とする請求項１３～１８のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項２１】
　前記判別手段は、前記複数のブロックのうち、表示される画像の輝度特徴量が所定値以
上変化したという条件を満たすブロックであり、かつ、該ブロックに隣接する予め定めら
れた数以上のブロックが前記背景ブロックであるという条件を満たすブロックである変化
ブロックの数が所定数未満か否かを判別する
ことを特徴とする請求項１３～１８のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項２２】
　前記判別手段は、前記変化ブロックの数が所定数未満か否かを判別することにより、ユ
ーザ操作用のカーソルが表示されたか否かを判別する
ことを特徴とする請求項１３～２１のいずれか１項に記載の画像表示装置。
【請求項２３】
　入力された画像データに基づいて各々の発光輝度を制御可能な複数の光源を有する発光
部と、
　入力された画像データに基づいて前記発光部からの光を透過して、画面に画像を表示す
る表示パネルと、
を備える画像表示装置の制御方法であって、
　前記画面の領域を構成する複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に
応じて、前記複数のブロックに対応する複数の光源のそれぞれの発光輝度を制御する制御
ステップと、
　前記複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に基づいて、背景画像が
表示されるブロックである背景ブロックを検出する検出ステップと、
　所定のオブジェクトが表示されるブロックであるオブジェクトブロックを判別する判別
ステップと、
を有し、
　前記制御ステップでは、前記検出ステップにおいて検出された前記背景ブロックが、前
記オブジェクトブロックに変化した場合に、該オブジェクトブロックの発光輝度を、前記
背景ブロックに表示された前記背景画像の輝度特徴量に応じた発光輝度から変化させない
ことを特徴とする画像表示装置の制御方法。
【請求項２４】
　入力された画像データに基づいて各々の発光輝度を制御可能な複数の光源を有する発光
部と、
　入力された画像データに基づいて前記発光部からの光を透過して、画面に画像を表示す
る表示パネルと、
を備える画像表示装置の制御方法であって、
　前記画面の領域を構成する複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に
応じて、前記複数のブロックに対応する複数の光源のそれぞれの発光輝度を制御する制御
ステップと、
　前記複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に基づいて、背景画像が
表示されるブロックである背景ブロックを検出する検出ステップと、
　前記複数のブロックのうち、表示される画像の輝度特徴量が所定値以上変化したという
条件を少なくとも満たすブロックである変化ブロックの数が所定数未満か否かを判別する
判別ステップと、
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を有し、
　前記制御ステップでは、前記判別ステップにおいて前記変化ブロックの数が所定数未満
であると判別された場合に、前記検出ステップにおいて検出された前記背景ブロックが、
該背景ブロックに表示される画像の輝度特徴量が所定値以上明るく変化した前記変化ブロ
ックになっても、該変化ブロックの発光輝度を、前記背景ブロックに表示された前記背景
画像の輝度特徴量に応じた発光輝度から変化させない
ことを特徴とする画像表示装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像表示装置及びその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　入力画像データの輝度特徴量に基づいて、局所的にバックライトの発光輝度を低減する
技術を用いた液晶表示装置が知られている。この技術によれば、暗い画像の領域ではバッ
クライトの発光輝度が低減され、黒浮きが抑制される。また、明るい画像の領域では表示
輝度が維持されるようにバックライトの発光輝度が制御される。それにより、コントラス
トの改善効果が得られる。このような技術は、例えば特許文献１に開示されている。
【０００３】
　また、カーソルが表示される領域以外の領域におけるバックライトの発光輝度を、カー
ソルが表示される領域におけるバックライトの発光輝度よりも低減する技術が提案されて
いる（特許文献２）。この技術によれば、消費電力削減効果が得られる。
　また、ＯＳＤを表示している最中は、バックライト全体の発光輝度をＯＳＤの表示を開
始したときの輝度に保つ技術が提案されている（特許文献３）。この技術によれば、ＯＳ
Ｄの表示輝度を安定させることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－９９２５０号公報
【特許文献２】特開２０１１－１３２９４号公報
【特許文献３】特開２００５－３２１４２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、入力画像データの輝度特徴量に基づいてバックライトの発光輝度を領域
毎に制御すると、マウスカーソルやマーカのような補助的なオブジェクト（補助オブジェ
クト）の重畳表示によって表示輝度が変化するおそれがある。具体的には、表示画像に変
化はないのに、カーソルの周辺領域だけ表示輝度が特異的に変化し、カーソルの周辺領域
で画質が劣化してしまう。このような表示輝度の変化は、ユーザの違和感をまねく。言い
換えれば、このような表示輝度の変化は、画質的な妨害感をまねく。
【０００６】
　本発明は、所定のオブジェクトが表示された場合に該オブジェクト周辺の表示輝度が特
異的に変化することを抑制することのできる画像表示装置及びその制御方法を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の第１の態様は、
　入力された画像データに基づいて各々の発光輝度を制御可能な複数の光源を有する発光
部と、
　入力された画像データに基づいて前記発光部からの光を透過して、画面に画像を表示す
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る表示パネルと、
　前記画面の領域を構成する複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に
応じて、前記複数のブロックに対応する複数の光源のそれぞれの発光輝度を制御する制御
手段と、
　前記複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に基づいて、背景画像が
表示されるブロックである背景ブロックを検出する検出手段と、
　所定のオブジェクトが表示されるブロックであるオブジェクトブロックを判別する判別
手段と、
を有し、
　前記制御手段は、前記検出手段により検出された前記背景ブロックが、前記オブジェク
トブロックに変化した場合に、該オブジェクトブロックの発光輝度を、前記背景ブロック
に表示された前記背景画像の輝度特徴量に応じた発光輝度から変化させない
ことを特徴とする画像表示装置である。
　本発明の第２の態様は、
　入力された画像データに基づいて各々の発光輝度を制御可能な複数の光源を有する発光
部と、
　入力された画像データに基づいて前記発光部からの光を透過して、画面に画像を表示す
る表示パネルと、
　前記画面の領域を構成する複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に
応じて、前記複数のブロックに対応する複数の光源のそれぞれの発光輝度を制御する制御
手段と、
　前記複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に基づいて、背景画像が
表示されるブロックである背景ブロックを検出する検出手段と、
　前記複数のブロックのうち、表示される画像の輝度特徴量が所定値以上変化したという
条件を少なくとも満たすブロックである変化ブロックの数が所定数未満か否かを判別する
判別手段と、
を有し、
　前記制御手段は、前記判別手段により前記変化ブロックの数が所定数未満であると判別
された場合に、前記検出手段により検出された前記背景ブロックが、該背景ブロックに表
示される画像の輝度特徴量が所定値以上明るく変化した前記変化ブロックになっても、該
変化ブロックの発光輝度を、前記背景ブロックに表示された前記背景画像の輝度特徴量に
応じた発光輝度から変化させない
ことを特徴とする画像表示装置である。
【０００８】
　本発明の第３の態様は、
　入力された画像データに基づいて各々の発光輝度を制御可能な複数の光源を有する発光
部と、
　入力された画像データに基づいて前記発光部からの光を透過して、画面に画像を表示す
る表示パネルと、
を備える画像表示装置の制御方法であって、
　前記画面の領域を構成する複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に
応じて、前記複数のブロックに対応する複数の光源のそれぞれの発光輝度を制御する制御
ステップと、
　前記複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に基づいて、背景画像が
表示されるブロックである背景ブロックを検出する検出ステップと、
　所定のオブジェクトが表示されるブロックであるオブジェクトブロックを判別する判別
ステップと、
を有し、
　前記制御ステップでは、前記検出ステップにおいて検出された前記背景ブロックが、前
記オブジェクトブロックに変化した場合に、該オブジェクトブロックの発光輝度を、前記
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背景ブロックに表示された前記背景画像の輝度特徴量に応じた発光輝度から変化させない
ことを特徴とする画像表示装置の制御方法である。
　本発明の第４の態様は、
　入力された画像データに基づいて各々の発光輝度を制御可能な複数の光源を有する発光
部と、
　入力された画像データに基づいて前記発光部からの光を透過して、画面に画像を表示す
る表示パネルと、
を備える画像表示装置の制御方法であって、
　前記画面の領域を構成する複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に
応じて、前記複数のブロックに対応する複数の光源のそれぞれの発光輝度を制御する制御
ステップと、
　前記複数のブロックのそれぞれに表示される画像の輝度特徴量に基づいて、背景画像が
表示されるブロックである背景ブロックを検出する検出ステップと、
　前記複数のブロックのうち、表示される画像の輝度特徴量が所定値以上変化したという
条件を少なくとも満たすブロックである変化ブロックの数が所定数未満か否かを判別する
判別ステップと、
を有し、
　前記制御ステップでは、前記判別ステップにおいて前記変化ブロックの数が所定数未満
であると判別された場合に、前記検出ステップにおいて検出された前記背景ブロックが、
該背景ブロックに表示される画像の輝度特徴量が所定値以上明るく変化した前記変化ブロ
ックになっても、該変化ブロックの発光輝度を、前記背景ブロックに表示された前記背景
画像の輝度特徴量に応じた発光輝度から変化させない
ことを特徴とする画像表示装置の制御方法である。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、所定のオブジェクトが表示された場合に該オブジェクト周辺の表示輝
度が特異的に変化することを抑制することができる。言い換えれば、所定のオブジェクト
周辺の画質の劣化を抑制することができ、表示画像の画質を向上することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施例１に係る液晶表示装置の機能構成の一例を示すブロック図である。
【図２】実施例１に係る液晶表示装置の処理フローの一例を示すフローチャート
【図３】実施例１に係る液晶表示装置の表示画像の一例を示す図
【図４】実施例２に係る液晶表示装置の機能構成の一例を示すブロック図
【図５】実施例３に係る液晶表示装置の機能構成の一例を示すブロック図
【図６】実施例４に係る液晶表示装置の機能構成の一例を示すブロック図
【図７】実施例５に係る液晶表示装置の機能構成の一例を示すブロック図
【図８】従来の液晶表示装置の表示画像の一例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　＜実施例１＞
　以下、本発明の実施例１に係る液晶表示装置（画像表示装置）及びその制御方法につい
て説明する。
　本実施例に係る液晶表示装置は、例えば、図３に示すように、主オブジェクト領域と静
止画背景領域とで構成される静止画像、ユーザ操作メニュー、及び、所定のオブジェクト
、を含む画像を表示する。所定のオブジェクトは、例えば、ユーザ操作を補助する補助オ
ブジェクトである。補助オブジェクトは、例えば、ユーザのマウス操作によって移動する
カーソルなどである。
　また、本実施例に係る液晶表示装置は、入力されたフレームの画像データに基づいて、
明るい画像の領域では暗い画像の領域よりもバックライトの発光輝度が高くなるように、
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ブロック毎にバックライトの発光輝度を制御可能な構成を有する。ブロックは、画面の領
域を分割することにより得られる領域である。
【００１２】
　図１は、本実施例に係る液晶表示装置の機能構成の一例を示すブロック図である。
　特徴量検出部１０１は、ブロック毎に、入力画像データの輝度特徴量を検出し、出力す
る。
　背景検出部１０２は、入力されたフレーム（現フレーム）の画像データが背景の画像を
含む場合に、背景が表示されるブロック（背景表示ブロック）を検出する。具体的には、
背景検出部１０２は、ブロック毎に、そのブロックが背景表示ブロックか否かを判定し、
その判定結果を出力する。本実施例では、暗い画像の領域を背景の領域（静止画背景領域
）とする。
【００１３】
　補助オブジェクト検出部（特徴量変動検出部１０３と変動面積算出部１０４）は、現フ
レームの画像データが補助オブジェクトの画像データを含む場合に、補助オブジェクトが
表示されるブロックを検出する。なお、本実施例では、補助オブジェクトの画像は背景の
画像よりも明るい画像であるものとする。
　具体的には、特徴量変動検出部１０３は、ブロック毎に、そのブロックの輝度特徴量が
時間的（現フレームの１つ前のフレーム（前フレーム）から現フレームにかけて）に変動
したか否かを判定し、その判定結果を出力する。
　変動面積算出部１０４は、特徴量変動検出部１０３で輝度特徴量が時間的に変動したと
判定されたブロックの総面積（数）を算出する。そして、変動面積算出部１０４は、その
算出結果（輝度特徴量が時間的に変動したと判定されたブロックの総面積）から、特徴量
変動検出部１０３で検出された輝度特徴量の時間的な変動が補助オブジェクトの表示によ
るものか否かを判定する。具体的には、変動面積算出部１０４は、輝度特徴量が時間的に
変動したと判定されたブロックの総面積が所定の閾値より小さい場合に、輝度特徴量の時
間的な変動が補助オブジェクトの表示によるものであると判定する。そして、変動面積算
出部１０４は、輝度特徴量の時間的な変動が補助オブジェクトの表示によるものであると
判定した場合に、輝度特徴量が時間的に変動したと判定されたブロックを、補助オブジェ
クトが表示されるブロックとして判断し、判断結果を出力する。ここでは、カーソル等の
補助オブジェクトの面積は比較的小さいことを想定しており、予め想定される補助オブジ
ェクトの面積に対応した閾値を設定するものとする。
【００１４】
　バックライト輝度算出部１０５は、ブロック毎に、現フレームの画像データの輝度特徴
量に基づいて、バックライト１０９の発光輝度を算出する。具体的には、明るい画像のブ
ロックでは暗い画像のブロックよりもバックライトの発光輝度が高くなるように、ブロッ
ク毎にバックライト１０９の発光輝度が算出される。
【００１５】
　バックライト輝度変動制御部１０６は、背景検出部１０２の検出結果と、補助オブジェ
クト検出部の検出結果とに基づいて、補助オブジェクトが背景表示ブロックに表示される
か否かを判定する（背景と補助オブジェクトの両方が表示されるブロックであるオブジェ
クトブロックの判別）。そして、バックライト輝度変動制御部１０６は、補助オブジェク
トが背景表示ブロックに表示されるか否かの判定結果に基づいて、バックライト１０９の
発光輝度を制御する。具体的には、補助オブジェクトが背景表示ブロックに表示されると
判定した場合に、バックライト輝度変動制御部１０６は、補助オブジェクトが表示される
背景表示ブロック（オブジェクトブロック）のバックライト１０９の発光輝度を、他の背
景表示ブロックのバックライト１０９の発光輝度に近づける。
　本実施例では、補助オブジェクトが背景表示ブロックに表示されると判定した場合（オ
ブジェクトブロックが存在する場合）に、バックライト輝度変動制御部１０６は、全ての
ブロックのバックライト１０９の発光輝度をそれぞれ、そのブロックの過去のフレームで
のバックライトの発光輝度と等しくする。具体的には、バックライト輝度変動制御部１０
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６は、全てのブロックのバックライト１０９の発光輝度をそれぞれ、そのブロックの前フ
レームでのバックライトの発光輝度と等しくする。即ち、本実施例では、補助オブジェク
トが背景表示ブロックに表示されると判定した場合に、バックライト輝度変動制御部１０
６は、バックライト全体の発光輝度を時間的に変動させない制御を行う。それにより、補
助オブジェクトが表示される背景表示ブロックのバックライト１０９の発光輝度が、補助
オブジェクトが表示されていないときの該ブロックのバックライト１０９の発光輝度とさ
れる。その結果、補助オブジェクトが表示される背景表示ブロックのバックライト１０９
の発光輝度を、他の背景表示ブロックのバックライト１０９の発光輝度に近づけることが
できる。
　なお、過去のフレームは前フレーム（現フレームの１つ前のフレーム）に限らない。例
えば、補助オブジェクトが表示されていないときのフレームであれば、過去のフレームは
現フレームの何フレーム前のフレームであってもよい。
　なお、本実施例では、バックライト輝度変動制御部１０６は、後述するバックライト輝
度記憶部１０７を制御することにより、上述した発光輝度の制御を行う。
【００１６】
　バックライト輝度記憶部１０７は、バックライト輝度算出部１０５で算出されたブロッ
ク毎のバックライト１０９の発光輝度を記憶する。そして、バックライト輝度記憶部１０
７は、記憶しているブロック毎のバックライト１０９の発光輝度を出力する。
　バックライト制御値算出部１０８は、ブロック毎に、そのブロックの光源（バックライ
ト１０９の光源）が、バックライト輝度記憶部１０７から出力された該ブロックのバック
ライト１０９の発光輝度で発光するように、制御値を算出し、出力する。例えば、各ブロ
ックのバックライト１０９の発光輝度がパルス幅変調により制御される場合、ブロック毎
に、パルス幅の値が制御値として出力される。
　バックライト１０９（バックライトモジュール）は、ブロック毎に光源（１つ、または
、複数の光源）を有する。各ブロックの光源は、独立して制御可能である。バックライト
１０９は、各ブロックの光源を、バックライト制御値算出部１０８で算出されたそのブロ
ックの制御値に基づいて発光させる。即ち、バックライト１０９は、各ブロックの光源を
、バックライト輝度記憶部１０７から出力されたそのブロックの発光輝度で発光させる。
【００１７】
　ゲイン算出部１１０は、バックライト制御値算出部１０８で算出されたブロック毎の制
御値に基づいてバックライト１０９を発光させた場合の、液晶表示装置の表示面上（画面
上）の輝度（表示輝度；第１の表示輝度）を画素毎に算出する。そして、ゲイン算出部１
１０は、第１の表示輝度の最大値がバックライト１０９を所定の発光輝度で発光させた場
合の表示輝度（第２の表示輝度）の最大値と一致するように、乗算値（ゲイン）を算出す
る。なお、表示輝度は、画素毎ではなくブロック毎に算出されてもよい。
　ゲイン乗算部１１１は、ゲイン算出部１１０で算出されたゲインを現フレームの画像デ
ータ（現フレームの各画素値）に乗算し、ゲインが乗算された現フレームの画像データを
出力する。
　液晶パネル１１２（ＬＣＤモジュール）は、複数の液晶素子を有する。複数の液晶素子
の透過率は、液晶パネル１１２に入力された画像データ（ゲインが乗算された画像データ
）に基づいて制御される。バックライト１０９からの光が液晶パネル１１２（上記複数の
液晶素子）を透過することにより、画像が表示される。
【００１８】
　図８に、入力されたフレームの画像データの輝度特徴量に基づいてブロック毎にバック
ライトの発光輝度を制御する従来の液晶表示装置における、表示画像の一例を示す。図８
の例では、表示画像は、主オブジェクト領域と静止画背景領域からなる静止画像、カーソ
ル、及び、ユーザ操作メニューからなる。また、図８は、ユーザがマウス等を用いて、ユ
ーザ操作メニューのユーザ操作用ボタン上にカーソルを移動させる（位置Ｃ１から位置Ｃ
２へカーソルを移動させる）様子を示している。従来の液晶表示装置では、カーソルが属
するブロックにおけるバックライトの発光輝度がカーソルの輝度特徴量を含む輝度特徴量
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に基づいて決定される。そのため、カーソルの表示により、カーソル周辺の表示輝度が特
異的に変化してしまう。例えば、カーソルの画像が明るい画像である場合には、カーソル
が属するブロックにおけるバックライトの発光輝度は、カーソルが属していないときより
も高くなる。そのため、カーソル周辺の表示輝度が特異的に高くなり、カーソル周辺の画
質が劣化する。このような表示輝度の変化は、ユーザの違和感をまねく。言い換えれば、
このような表示輝度の変化は、画質的な妨害感をまねく。特に、暗い画像領域である静止
画背景領域において、そのような画質の劣化（ユーザの違和感や画質的な妨害感）は顕著
となる。また、カーソルを移動させた場合、カーソルの移動に追従して、上記表示輝度が
特異的に変化した領域も移動するため、上記画質の劣化（ユーザの違和感や画質的な妨害
感）は顕著となる。
【００１９】
　図２に示すフローチャートを用いて、本実施例に係る液晶表示装置の処理フローの一例
を具体的に説明する。
　まず、ステップＳ０１で、特徴量検出部１０１が、現フレームの画像データから、ブロ
ック毎に、そのブロックの画像データの最大輝度値（最大画素値）を、該ブロックの輝度
特徴量として検出する。
　そして、ステップＳ０２で、背景検出部１０２が、少なくとも現フレームまたは前フレ
ームにおいて画像データの最大輝度値が所定値以下であるブロックを、静止画背景領域に
属するブロックＢ（背景表示ブロック）として検出する。具体的には、現フレームにおい
て画像データの最大輝度値が所定値以下であるブロックを、静止画背景領域に属するブロ
ックＢとしてもよいし、前フレームにおいて画像データの最大輝度値が所定値以下である
ブロックを、静止画背景領域に属するブロックＢとしてもよい。また、現フレームおよび
前フレームにおいて画像データの最大輝度値が所定値以下であるブロックを、静止画背景
領域に属するブロックＢとしてもよい。
【００２０】
　次に、ステップＳ０３で、特徴量変動検出部１０３が、前フレームにおける画像データ
の最大輝度値と、現フレームにおける画像データの最大輝度値との差分値をブロック毎に
算出する。そして、特徴量変動検出部１０３が、上記差分値が所定値以上、かつ、現フレ
ームの画像データの最大輝度値の方が前フレームの画像データの最大輝度値よりも大きい
ブロックを、輝度特徴量が時間的に変動したブロックＰとして検出する。さらに、変動面
積算出部１０４が、ブロックＰの総数Ｑを算出する。
【００２１】
　そして、ステップＳ０４で、バックライト輝度算出部１０５が、ステップＳ０１で検出
された各ブロックの最大輝度値から、各ブロックのバックライト１０９の発光輝度Ｒを算
出する。例えば、バックライト輝度算出部１０５は、予め記憶されたルックアップテーブ
ル（画像データの最大輝度値とバックライトの発光輝度との関係を定める関数など）を用
いて、ブロック毎のバックライト１０９の発光輝度Ｒを算出する。
【００２２】
　次に、ステップＳ０５で、変動面積算出部１０４が、ステップＳ０３で算出した総数Ｑ
が所定数未満か否かを判定する。
　総数Ｑが所定数未満の場合には、変動面積算出部１０４は、ステップＳ０３で検出され
た輝度特徴量の時間的な変動が補助オブジェクトの表示に起因するものであると判断する
。これは、カーソル等の補助オブジェクトの面積は比較的小さいことを想定してからであ
る。また、変動面積算出部１０４は、ステップＳ０３で検出されたブロックＰ（輝度特徴
量が時間的に変動したブロック）を、補助オブジェクトが表示されるブロックとして判断
する。即ち、本実施例では、現フレームの画像データの最大輝度値が前フレームの画像デ
ータの最大輝度値よりも所定値以上大きいという条件を満たすブロックの数が１以上所定
数未満である場合に、その条件を満たすブロックが補助オブジェクトが表示されるブロッ
クとされる。そして、処理がステップＳ０６へ進められる。
　総数Ｑが所定数以上の場合には、変動面積算出部１０４は、ステップＳ０３で検出され
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た輝度特徴量の時間的な変動が補助オブジェクトの表示に起因するものでない（例えば、
表示画像（静止画像）が変更されたことに起因するものである）と判断する。そして、処
理がステップＳ０７へ進められる。
【００２３】
　ステップＳ０６では、バックライト輝度変動制御部１０６が、ステップＳ０３で検出さ
ブロックＰ（補助オブジェクトが表示されるブロック）の中に、ステップＳ０２で検出さ
れたブロックＢ（背景表示ブロック）と同じブロックがあるか否かを判定する。
　ブロックＰの中にブロックＢと同じブロックがある場合には、バックライト輝度変動制
御部１０６は、背景表示ブロック（前フレームでは補助オブジェクトが表示されていなか
ったブロック）に補助オブジェクトが表示されたと判断する。そして、処理がステップＳ
０８へ進められる。また、ステップＳ０３でブロックＰが検出されなかった場合（総数Ｑ
が０であった場合）にも、処理がステップＳ０８へ進められる。このとき、バックライト
輝度変動制御部１０６は、現フレームの画像データと前フレームの画像データが同じであ
る、または、補助オブジェクトが表示されるブロックが現フレームと前フレームで同じで
ある、と判断する。
　ブロックＰの中にブロックＢと同じブロックがない場合には、バックライト輝度変動制
御部１０６は、背景表示ブロック以外のブロック（前フレームでは補助オブジェクトが表
示されていなかったブロック）に補助オブジェクトが表示されたと判断する。そのような
位置に補助オブジェクトが表示されたとしても、上述した画質の劣化は発生しにくい。言
い換えれば、そのような位置に補助オブジェクトが表示されたとしても、上述したユーザ
の違和感（画質的な妨害感）は少ない。そのため、そのような場合には、処理がステップ
Ｓ０７へ進められる。
【００２４】
　ステップＳ０７では、バックライト輝度変動制御部１０６が、バックライト輝度記憶部
１０７のメモリＭに記憶されたブロック毎のバックライト１０９の発光輝度Ｏを、ステッ
プＳ０４で算出されたブロック毎の発光輝度Ｒに置き換える。そして、処理がステップＳ
０８へ進められる。
　ステップＳ０８では、バックライト輝度変動制御部１０６は、バックライト輝度記憶部
１０７のメモリＭに記憶されたブロック毎の発光輝度Ｏをバックライト制御値算出部１０
８とゲイン算出部１１０へ出力する。このとき、メモリＭに記憶されたブロック毎の発光
輝度Ｏは解放されずに、保持される。そのため、本実施例では、背景表示ブロックにカー
ソル等が表示されたと判断された場合には、メモリＭに記憶されたブロック毎の発光輝度
Ｏは更新されずに保持される。また、ステップＳ０３でブロックＰが検出されなかった場
合（総数Ｑが０であった場合）にも、メモリＭに記憶されたブロック毎の発光輝度Ｏは更
新されずに保持される。
【００２５】
　そして、バックライト制御値算出部１０８が、取得したブロック毎の発光輝度Ｏからブ
ロック毎の制御値を算出し、該制御値を出力する。その結果、補助オブジェクトが背景表
示ブロックに表示されると判断された場合には、全てのブロックの光源（バックライト１
０９の光源）が、それぞれ、そのブロックの前フレームでのバックライトの発光輝度で発
光する。補助オブジェクトが背景表示ブロック以外のブロックに表示されると判断された
場合や、輝度特徴量の時間的な変動が補助オブジェクトの表示に起因するものでないと判
断された場合には、従来と同様の方法で、バックライト１０９の光源が発光する。具体的
には、バックライト１０９の光源が、ブロック毎に、現フレームでの画像データの輝度特
徴量に基づく発光輝度で発光する。
　また、ゲイン算出部１１０が、取得したブロック毎の発光輝度Ｏを用いて、ゲインを算
出し、ゲイン乗算部１１１へ出力する。ゲイン乗算部１１１は取得したゲインを現フレー
ムの画像データへ乗算し、ゲインが乗算された画像データを液晶パネル１１２へ出力する
。それにより、液晶パネル１１２の各液晶素子の透過率が、上記ゲインが乗算された画像
データに基づいて制御される。
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【００２６】
　以上述べたように、本実施例によれば、補助オブジェクトが背景表示ブロックに表示さ
れると判定された場合に、補助オブジェクトが表示される背景表示ブロックのバックライ
トの発光輝度が、該ブロックの過去のフレームでのバックライトの発光輝度と等しくされ
る。その結果、補助オブジェクトが表示される背景表示ブロックのバックライトの発光輝
度を、他の背景表示ブロックのバックライトの発光輝度に近づけることができる。そして
、図３に示すように、補助オブジェクトが背景表示ブロックに表示された場合に、該オブ
ジェクト周辺の表示輝度が特異的に変化すること（画質の劣化）を抑制することができる
。言い換えれば、所定のオブジェクト周辺の画質の劣化を抑制することができ、表示画像
の画質を向上することができる。
【００２７】
　なお、本実施例では、輝度特徴量が最大輝度値（最大画素値）である場合の例を説明し
たが、輝度特徴量はこれに限らない。輝度特徴量は、平均輝度値（平均画素値）、最頻輝
度値（最頻画素値）、輝度ヒストグラムであってもよい。そのような輝度特徴量を用いれ
ば、輝度特徴量の時間的な変動を、最大輝度値を輝度特徴量とする場合よりも精度よく検
出できる。
　なお、本実施例では、補助オブジェクトが表示される背景表示ブロックのバックライト
の発光輝度を、該ブロックの過去のフレームでのバックライトの発光輝度と等しくする構
成としたが、その構成に限らない。補助オブジェクトが表示される背景表示ブロックのバ
ックライトの発光輝度を、該ブロックの過去のフレームでのバックライトの発光輝度に近
づける構成であってもよい。そのような構成であっても、上記効果に順じた効果を得るこ
とができる。
【００２８】
　なお、本実施例では、現フレームの画像データと前フレームの画像データが同じである
と判定された場合に、メモリＭに記憶されたブロック毎の発光輝度Ｏを更新せずに保持す
る構成としたが、この構成に限らない。例えば、現フレームの画像データと前フレームの
画像データが同じであるか否か、及び、補助オブジェクトが背景表示ブロックに表示され
るか否かを個別に判定してもよい。そして、現フレームの画像データと前フレームの画像
データが同じであると判定され、且つ、補助オブジェクトが背景表示ブロックに表示され
ないと判定された場合には、メモリＭに記憶されたブロック毎の発光輝度Ｏを更新しても
よい。現フレームの画像データと前フレームの画像データが同じであるか否かは、例えば
、現フレームの画像データと前フレームの画像データを比較することにより判定できる。
具体的には、総数Ｑが０の場合に現フレームの画像データと前フレームの画像データが同
じであると判定し、総数Ｑが０より大きい場合に現フレームの画像データと前フレームの
画像データが同じでない判定すればよい。また、補助オブジェクトが背景表示ブロックに
表示されるか否かは、例えば、後述する実施例３の方法を用いることにより、現フレーム
の画像データと前フレームの画像データが同じであるか否かと区別して判定することがで
きる。
【００２９】
　なお、本実施例では、少なくとも現フレームまたは前フレームにおいて画像データの最
大輝度値が所定値以下であるブロックを背景表示ブロックとしたが、背景表示ブロックの
検出方法はこれに限らない。例えば、現フレームにおいて画像データの最大輝度値が所定
値以下であるブロックを背景表示ブロックとしてもよい。また、注目ブロック（判定の対
象であるブロック）が背景表示ブロックであると判定する条件として、注目ブロックに隣
接するブロックの画像の最大輝度値も所定値以下であることや、注目ブロックの輝度特徴
量が時間的に変動しないことなどを用いてもよい。また、最大輝度値の代わりに平均輝度
値を用いてもよい。例えば、少なくとも現フレームまたは前フレームにおいて画像データ
の平均輝度値が所定値以下であるブロックを背景表示ブロックとしてもよい。注目ブロッ
クが背景表示ブロックであると判定する条件として、注目ブロック内の画素値がほぼ一定
（平坦）であること（注目ブロックの画素値が一部の画素値に集中していること）を用い
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てもよい。
　また、背景は、サイドパネル方式やレターボックス方式の画像データにおける黒帯部分
であってもよい。また、画像視認性向上のためにユーザが画像ビューアの機能等を利用し
て画像中の非関心領域を黒画像などでマスクした場合には、該マスクされた領域を背景と
してもよい。背景表示ブロックとしてそれらの領域（黒帯部分やユーザによりマスクされ
た領域）のブロックを検出する場合には、外部から取得した情報を参照して、背景表示ブ
ロックを検出できる。外部から取得する情報は、例えば、画像のジャンル（シネマ映像か
否か）、黒帯部分の位置情報、ユーザによってマスクされた領域の位置情報などである。
なお、背景の色は黒色に限らない。背景の色はどのような色であってもよい。例えば、背
景の色はグレーや青色などであってもよい。
【００３０】
　なお、本実施例では、ブロックＰの中にブロックＢと同じブロックがある場合に、背景
表示ブロック（前フレームでは補助オブジェクトが表示されていなかったブロック）に補
助オブジェクトが表示されたと判定する構成としたが、この構成に限らない。例えば、補
助オブジェクトが表示されるブロック（輝度特徴量が時間的に変動したブロック）に隣接
する複数のブロックのうち、背景表示ブロックの数が所定数以上の場合に、補助オブジェ
クトが背景表示ブロックに表示されると判定してもよい。過去（例えば、補助オブジェク
トが表示されていないとき）の背景表示ブロックの検出結果を予め記憶し、該検出結果を
用いて、補助オブジェクトが背景表示ブロックに表示されるか否かを判定してもよい。具
体的には、補助オブジェクトが表示されるブロックが、過去のフレームにおいて背景表示
ブロックであるとされている場合に、補助オブジェクトが背景表示ブロックに表示される
と判定してもよい。
　また、補助オブジェクトが表示される背景表示ブロックを特定してもよい。例えば、ブ
ロックＰの中にブロックＢと同じブロックがある場合に、ブロックＢと同じブロックＰを
、補助オブジェクトが表示される背景表示ブロックとして特定してもよい。補助オブジェ
クトが表示されるブロックに隣接する複数のブロックのうち、背景表示ブロックの数が所
定数以上の場合に、該補助オブジェクトが表示されるブロックを、補助オブジェクトが表
示される背景表示ブロックとして特定してもよい。補助オブジェクトが表示されるブロッ
クが、過去のフレームにおいて背景表示ブロックであるとされている場合に、該補助オブ
ジェクトが表示されるブロックを、補助オブジェクトが表示される背景表示ブロックとし
て特定してもよい。
【００３１】
　なお、ゲイン算出部１１０によるゲインの算出方法は特に限定されない。
　以下、その一例を説明する。
　ゲイン算出部１１０は、ブロック毎に、そのブロックの光源（バックライトの光源）の
みを所定の発光輝度で発光させて一様な画像を表示したときの表示輝度の分布であって、
該ブロックの位置の表示輝度で正規化された表示輝度の分布を表すデータを予め記憶する
。各ブロックの位置は、例えば、そのブロックの中心位置である。
　ゲイン算出部１１０は、ブロック毎に、そのブロックの上記データ（正規化された表示
輝度の分布を表すデータ）に、該ブロックのバックライトの発光輝度（バックライト輝度
記憶部１０７から出力された発光輝度）を乗じる。それにより、ブロック毎に、そのブロ
ックの光源（バックライトの光源）のみをバックライト輝度記憶部１０７から出力された
発光輝度で発光させたときの、バックライトの発光輝度の分布が得られる。そして、ゲイ
ン算出部１１０は、ブロック毎の発光輝度の分布を合成する（足し合わせる）。それによ
り、バックライト輝度記憶部１０７から出力された発光輝度で全てのブロックのバックラ
イトを発光させたときのバックライトの発光輝度の分布（第１の発光輝度分布）が得られ
る。その後、ゲイン算出部１１０は、第１の発光輝度分布と所定の画像データ（所定の画
像データに応じた各画素の透過率）から、第１の表示輝度の分布を算出する。具体的には
、第１の表示輝度の分布として、バックライト輝度記憶部１０７から出力された発光輝度
で全てのブロックのバックライトを発光させて所定の画像データに応じた画像を表示した
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ときの表示輝度の分布が算出される。なお、所定の画像データは、上記一様な画像の信号
であってもよいし、そうでなくてもよい。所定の画像データは、入力された現フレームの
画像データであってもよい。
　同様に、ゲイン算出部１１０は、ブロック毎に、そのブロックの上記データに、所定の
発光輝度を乗じる。それにより、ブロック毎に、そのブロックの光源（バックライトの光
源）のみを所定の発光輝度で発光させたときの、バックライトの発光輝度の分布が得られ
る。そして、ゲイン算出部１１０は、ブロック毎の発光輝度の分布を合成する（足し合わ
せる）。それにより、所定の発光輝度で全てのブロックのバックライトを発光させたとき
のバックライトの発光輝度の分布（第２の発光輝度分布）が得られる。その後、ゲイン算
出部１１０は、第２の発光輝度分布と上記所定の画像データから、第２の表示輝度の分布
を算出する。具体的には、第２の表示輝度の分布として、所定の発光輝度で全てのブロッ
クの光源を発光させて所定の画像データに応じた画像を表示したときの表示輝度の分布が
算出される。
　そして、ゲイン算出部１１０は、第２の表示輝度の最大値を第１の表示輝度の最大値で
割ることにより、ゲインを算出する。
【００３２】
　なお、補助オブジェクトが背景表示ブロックに表示されると判定された場合に、補助オ
ブジェクトが表示される背景表示ブロックのバックライトの発光輝度を、補助オブジェク
トが表示されない背景表示ブロックのバックライトの発光輝度とすると、補助オブジェク
トの視認性が低下してしまう虞がある。例えば、補助オブジェクトが表示されない背景表
示ブロックのバックライトの発光輝度が低い場合に、補助オブジェクトの表示輝度が低下
し、補助オブジェクトの視認性が低下してしまう。そのため、補助オブジェクトが表示さ
れる背景表示ブロックのバックライトの発光輝度を、該ブロックの画像に基づいて決定さ
れる発光輝度よりも低く、且つ、補助オブジェクトが表示されない背景表示ブロックの画
像に基づいて決定される発光輝度よりも高くすることが好ましい。それにより、補助オブ
ジェクトの視認性の低下を抑制することができる。なお、ここで“補助オブジェクトが表
示されない背景表示ブロックの画像”は、現フレームにおいて補助オブジェクトが表示さ
れない背景表示ブロックの画像、または、補助オブジェクトが表示される背景表示ブロッ
クの過去のフレームでの画像である。
【００３３】
　なお、本実施例では、補助オブジェクトの画像が背景の画像よりも明るい画像である場
合の例を説明したが、補助オブジェクトや背景の画像はこれに限らない。例えば、背景が
明るい画像であり、補助オブジェクトが暗い画像であってもよい。補助オブジェクトの画
像が背景の画像よりも暗い画像である場合には、例えば、画像の最小輝度値を輝度特徴量
とすればよい。そして、少なくとも現フレームまたは前フレームにおいて画像データの最
小輝度値が所定値以上であるブロックを背景表示ブロックとして検出すればよい。現フレ
ームの画像データの最小輝度値が前フレームの画像データの最小輝度値よりも所定値以上
小さいという条件を満たすブロックの数が１以上所定数未満である場合に、その条件を満
たすブロックを補助オブジェクトが表示されるブロックとすればよい。
【００３４】
　＜実施例２＞
　以下、本発明の実施例２に係る液晶表示装置及びその制御方法について説明する。本実
施例に係る液晶表示装置は、例えば、実施例１と同様に、静止画像、ユーザ操作メニュー
、及び、補助オブジェクト、を含む画像を表示する。なお、以下では、補助オブジェクト
の画像が背景の画像よりも明るい画像である場合の例について説明する。
　図４は、本実施例に係る液晶表示装置の機能構成の一例を示すブロック図である。実施
例１（図１）の機能と同じ機能には同じ符号を付し、それらの機能の説明は省略する。
【００３５】
　特徴量検出部２０１は、入力されたフレーム（現フレーム）の画像データから、ブロッ
ク毎に、そのブロックの画像の最大輝度値（最大画素値）及び平均輝度値（平均画素値）
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を、該ブロックの輝度特徴量として検出する。
　最大画素値変動検出部２０３は、画像データの最大輝度値が時間的に変動したブロック
を検出し、検出結果を出力する。具体的には、最大画素値変動検出部２０３は、現フレー
ムの画像データの最大輝度値が前フレームの画像データの最大輝度値よりも所定値以上大
きいブロックを検出し、検出結果を出力する。
　平均画素値変動検出部２０４は、画像データの平均輝度値が時間的に変動したブロック
を検出し、検出結果を出力する。具体的には、平均画素値変動検出部２０４は、現フレー
ムの画像データの平均輝度値と前フレームの画像データの平均輝度値との差分が所定値以
上であるブロックを検出し、検出結果を出力する。
　変動面積算出部２１３は、最大画素値変動検出部２０３で検出され、且つ、平均画素値
変動検出部２０４で検出されていないブロックの総面積（数）を算出する。即ち、現フレ
ームの画像データの最大輝度値が前フレームの画像データの最大輝度値よりも所定値以上
大きく、且つ、現フレームの画像データの平均輝度値と前フレームの画像データの平均輝
度値との差分が所定値未満であるブロックの総面積（数）が算出される。そして、変動面
積算出部２１３は、現フレームの画像データの最大輝度値が前フレームの画像データの最
大輝度値よりも所定値以上大きく、且つ、現フレームの画像データの平均輝度値と前フレ
ームの画像データの平均輝度値との差分が所定値未満であるという条件を満たすブロック
の数が所定数未満である場合に、その条件を満たすブロックを補助オブジェクトが表示さ
れるブロックとして判断し、判断結果を出力する。
【００３６】
　カーソルのような補助オブジェクトのサイズは比較的小さい場合が多い。そのため、補
助オブジェクトが表示されても、画像データの平均輝度値は大きく変動しないと考えられ
る。換言すれば、画像データの最大輝度値が時間的に大きく変動したとしても、画像デー
タの平均輝度値も時間的に大きく変動している場合には、該最大輝度値の時間的な変動は
補助オブジェクトの表示によるものではないと考えられる。そこで、本実施例では、上述
したように、現フレームの画像データの最大輝度値が前フレームの画像データの最大輝度
値よりも所定値以上大きく、且つ、現フレームの画像データの平均輝度値と前フレームの
画像データの平均輝度値との差分が所定値未満であるという条件を満たすブロックの数が
１以上所定数未満である場合に、その条件を満たすブロックを補助オブジェクトが表示さ
れるブロックとする。これにより、実施例１よりも精度良く補助オブジェクトが表示され
るブロックを検出することができる。
【００３７】
　＜実施例３＞
　以下、本発明の実施例３に係る液晶表示装置及びその制御方法について説明する。本実
施例に係る画像表示装置は、実施例１，２とは異なり、動画像を表示することもできる。
即ち、本実施例に係る画像表示装置は、動画像、静止画像、または、それらの両方と、補
助オブジェクトとを含む画像を表示する。
　図５は、本実施例に係る液晶表示装置の機能構成の一例を示すブロック図である。実施
例１（図１）の機能と同じ機能には同じ符号を付し、それらの機能の説明は省略する。
【００３８】
　外部装置３１３は、表示画像中の補助オブジェクトの重畳位置を表す位置情報を出力す
る外部機器である。なお、外部装置３１３は、例えば、ＰＣなどである。補助オブジェク
トの位置情報は、例えば、ＰＣ上で動作するオペレーティングシステムで管理されている
、マウスカーソルの表示位置を表す座標データなどである。
　補助オブジェクト検出部３０３は、本実施例に係る液晶表示装置とは別体の外部装置３
１３から入力される補助オブジェクトの位置情報に基づいて補助オブジェクトが表示され
るブロックを検出する。具体的には、補助オブジェクトの位置情報が、補助オブジェクト
の表示位置の座標である場合には、該座標を含むブロックを補助オブジェクトが表示され
るブロックとする。
　バックライト輝度変動制御部３０６は、補助オブジェクトが背景表示ブロックに表示さ
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れると判定した場合に、補助オブジェクトが表示される背景表示ブロックのバックライト
の発光輝度を、該ブロックの過去のフレームでのバックライトの発光輝度に近づける（ま
たは等しくする）。
【００３９】
　以上述べたように、本実施例によれば、画像データ（輝度特徴量）を用いずに、外部機
器から入力される補助オブジェクトの位置情報に基づいて補助オブジェクトが表示される
ブロックが検出される。それにより、他の実施例よりも精度良く補助オブジェクトが表示
されるブロックを検出することができる。また、本実施例では、実施例１，２のように、
補助オブジェクトが表示されるブロックの検出に、輝度特徴量が時間的に変動するブロッ
クの総面積を用いる必要がない。そのため、動画像上に重畳された補助オブジェクトも検
出できる。
　また、本実施例では、補助オブジェクトが背景表示ブロックに表示されると判定された
場合に、補助オブジェクトが表示される背景表示ブロックのバックライトの発光輝度が、
該ブロックの過去のフレームでのバックライトの発光輝度と等しくされる。そのため、補
助オブジェクトが表示される背景表示ブロック以外のブロックでは、入力されたフレーム
の画像データに基づいて、バックライトの発光輝度を制御することが可能となり、補助オ
ブジェクトが表示されているときにもコントラストを向上することができる。
【００４０】
　＜実施例４＞
　以下、本発明の実施例４に係る液晶表示装置及びその制御方法について説明する。本実
施例に係る画像表示装置は、例えば、実施例３と同様に、動画像、静止画像、または、そ
れらの両方と、補助オブジェクトとを含む画像を表示する。なお、以下では、補助オブジ
ェクトの画像が背景の画像よりも明るい画像である場合の例について説明する。
　図６は、本実施例に係る液晶表示装置の機能構成の一例を示すブロック図である。実施
例１（図１）の機能と同じ機能には同じ符号を付し、それらの機能の説明は省略する。
【００４１】
　孤立高輝度ブロック検出部４０３は、画像データの輝度値（最大輝度値、最小輝度値、
最頻輝度値、または、平均輝度値など）が所定値より高く、且つ、隣接する全てのブロッ
クの画像の輝度値が所定値より低いブロックを、孤立高輝度ブロックとして検出する。
　孤立高輝度ブロック面積算出部４０４は、孤立高輝度ブロック検出部４０３で検出され
た孤立高輝度ブロックの総面積（数）を算出する。そして、孤立高輝度ブロック面積算出
部４０４は、孤立高輝度ブロックの数が１以上所定数未満である場合に、孤立高輝度ブロ
ックを補助オブジェクトが表示されるブロックとして判断し、判断結果を出力する。
　バックライト輝度変動制御部４０６は、補助オブジェクトが背景表示ブロックに表示さ
れると判定した場合に、補助オブジェクトが表示される背景表示ブロックのバックライト
の発光輝度を、該ブロックに隣接する背景表示ブロックのバックライトの発光輝度に基づ
いて決定する。例えば、補助オブジェクトが表示される背景表示ブロックのバックライト
の発光輝度を、該ブロックに隣接する背景表示ブロックのいずれか１つのブロックのバッ
クライトの発光輝度とする。なお、補助オブジェクトが表示される背景表示ブロックのバ
ックライトの発光輝度を、該ブロックに隣接する背景表示ブロックのバックライトの発光
輝度の最頻値や平均値としてもよい。補助オブジェクトが表示される背景表示ブロックの
バックライトの発光輝度を、該ブロックに隣接する背景表示ブロックのバックライトの発
光輝度、最頻値、平均値に近づける構成であってもよい。
【００４２】
　以上述べたように、本実施例によれば、補助オブジェクトが背景表示ブロックに表示さ
れると判定した場合に、補助オブジェクトが表示される背景表示ブロックのバックライト
の発光輝度が、該ブロックに隣接する背景表示ブロックのバックライトの発光輝度に基づ
いて決定される。それにより、補助オブジェクトが表示される背景表示ブロックのバック
ライトの発光輝度を、他の背景表示ブロックのバックライトの発光輝度に近づけることが
できる。そして、補助オブジェクトが背景表示ブロックに表示された場合に、該オブジェ
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い換えれば、所定のオブジェクト周辺の画質の劣化を抑制することができ、表示画像の画
質を向上することができる。
【００４３】
　＜実施例５＞
　以下、本発明の実施例５に係る液晶表示装置及びその制御方法について説明する。本実
施例に係る画像表示装置は、例えば、実施例３，４と同様に、動画像、静止画像、または
、それらの両方と、補助オブジェクトとを含む画像を表示する。
　図７は、本実施例に係る液晶表示装置の機能構成の一例を示すブロック図である。実施
例１（図１）の機能と同じ機能には同じ符号を付し、それらの機能の説明は省略する。
【００４４】
　補助オブジェクト検出部５０３は、実施例１，２，４と同様の方法で、補助オブジェク
トが表示されるブロックを検出する。
　バックライト輝度変動制御部５０６は、補助オブジェクトが背景表示ブロックに表示さ
れると判定された場合（オブジェクトブロックが存在する場合）に、全ての背景表示ブロ
ックのバックライトの発光輝度を、互いに等しくする。具体的には、全ての背景表示ブロ
ックのバックライトの発光輝度を所定値とする。所定値は、例えば、補助オブジェクトが
表示されない背景表示ブロックの画像に基づいて決定される発光輝度である。なお、所定
値はこれに限らない。補助オブジェクトが表示される背景表示ブロックの画像に基づいて
決定される発光輝度よりも低く、且つ、補助オブジェクトが表示されない背景表示ブロッ
クの画像に基づいて決定される発光輝度よりも高い値を所定値としてもよい。そのような
構成とすれば、補助オブジェクトの視認性の低下を抑制することができる。
　また、背景の面積（又は背景が表示されるブロックの総面積（数））を算出し、該面積
が大きいほど上記所定値が大きくなるように制御してもよい。
【００４５】
　以上述べたように、本実施例によれば、補助オブジェクトが背景表示ブロックに表示さ
れると判定された場合に、全ての背景表示ブロックのバックライトの発光輝度が、互いに
等しくされる。それにより、補助オブジェクトが背景表示ブロックに表示された場合に、
該オブジェクト周辺の表示輝度が特異的に変化すること（画質の劣化）を抑制することが
できる。
【００４６】
　なお、実施例１～５の各機能は、可能な限り実施例間で入れ替え可能である。例えば、
実施例１の特徴量変動検出部１０３と変動面積算出部１０４の代わりに、実施例３の補助
オブジェクト検出部３０３を用いてもよい。実施例１のバックライト輝度変動制御部１０
６の代わりに、実施例３のバックライト輝度変動制御部３０６を用いてもよい。
【符号の説明】
【００４７】
　１０２　背景検出部
　１０３　特徴量変動検出部
　１０４，２１３　変動面積算出部
　１０６，３０６，４０６，５０６　バックライト輝度変動制御部
　２０３　最大画素値変動検出部
　２０４　平均画素値変動検出部
　３０３，５０３　補助オブジェクト検出部
　４０３　孤立高輝度ブロック検出部
　４０４　孤立高輝度ブロック面積算出部
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